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青原地区　平成 27年 2月 5日撮影

町内の移動販売サービスの様子。「買い物ついで
に近所の人と話して帰るのが楽しみ。」と話す利
用者の方。地域の買い物場所ならではの良さも移
動販売の魅力です。
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①電話注文

つわのお買物代行サービスの流れ

③商品配達

協
力
店
舗

利
用
会
員

窓
口

②
協
力
店
舗
が
商
品
を
回
収

　し
配
達
準
備

利用会員募集中！ お気軽にお電話下さい。

サービスに関するお問い合わせは、下記窓口までお電話下さい。
つわのお買物代行サービス（津和野町商工会日原支所）

☎ 0856-74-1221（宮本）まで

買い物支援の形は様々、地
域の実情によってより良い
仕組みづくりの模索が続き
ます。

町の社会実験の様子、商品を車か
ら出し並べるスタッフ。利用者か
ら「普段はクルマで買い物に行く
けど、来る時間が分かっていれば
利用しやすい」と話していました。

発案者の水津吉己さん。
郵便局勤務時の経験と物流の関するノウハウを生か
してこのサービスを発案。協力店舗や自治会、まち
づくり委員会への説明などに奔走。

平成 27年 2月 9日に記念すべき
第１便の配達が行われ、利用者の
ご自宅に届けられました。

利用者に配布されるカタロ
グ。これを見ながら注文す
ることができます。Ａ４サ
イズ。

タロ
文す
４サ

注文があった時は、窓口にこの目印
が掲げられ、配達員が荷物の有無を
一目で確認できます。

広報つわの 2015 年 2月 16日発行

品
・
医
薬
品
・
文
具
・
衣
服
な
ど
）

の
商
品
を
掲
載
し
た
カ
タ
ロ
グ
を

配
布
、
利
用
し
た
い
と
き
に
電
話

で
カ
タ
ロ
グ
を
見
な
が
ら
注
文
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
商
品
に
は
日
常
生
活
に

必
要
な
も
の
が
一
通
り
揃
っ
て
お

り
、
配
達
料
も
５
百
円
均
一
で
当

日
正
午
ま
で
の
注
文
は
そ
の
日
の

夕
方
ま
で
に
配
達
さ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
発
案
者
の
扇
町
自
治

会
副
会
長
の
水す

い
ず津
吉よ
し
み己
さ
ん
は

「
目
指
す
の
は
皆
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
。
町
に

住
む
私
た
ち
が
地
域
の
お
店
を
大

切
に
し
、
お
店
も
町
の
人
を
大
切

に
す
る
。
こ
の
基
本
的
な
部
分
を

見
つ
め
直
し
て
欲
し
い
。
地
域
の

商
店
が
無
く
な
る
と
将
来
的
に
困

る
の
は
自
分
た
ち
。
そ
う
な
ら
な

い
よ
う
、
ま
ず
は
気
軽
に
会
員
登

録
を
し
て
も
ら
い
た
い
。」
と
話

し
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。

町
で
は
こ
れ
ま
で
の
調
査
や
社

会
実
験
の
中
で
見
え
て
き
た
課
題

を
整
理
し
な
が
ら
、
変
化
す
る
社

会
構
造
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

自
治
会
で
も
独
自
に
取
組
み

一
方
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
独

自
の
取
組
み
が
町
内
で
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

日
原
地
区
の
扇
町
自
治
会
で

は
、い
ち
早
く
こ
の
問
題
に
注
目
、

平
成
24
年
か
ら
町
が
始
め
た
「
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
」
の
仕
組
み
を

利
用
し
、
日
原
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
の
事
業
と
し
て
こ
の
問
題
に
取

り
組
み
始
め
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
に
は
西
条
市
（
愛

媛
）
や
三
原
市
（
広
島
）
で
行
わ

れ
て
い
る
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
視
察
。
協
力
店
舗
へ
の
お
願
い

や
サ
ー
ビ
ス
の
設
立
準
備
な
ど
を

経
て
、
平
成
27
年
2
月
に
「
つ
わ

の
お
買
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
日
原
地

区
の
方
を
対
象
に
、
予
め
会
員
登

録
（
登
録
・
年
会
費
は
と
も
に
無

料
）
を
し
た
利
用
者
に
対
し
て
協

力
店
舗
（
日
用
品
・
生
鮮
食
料

買
い
物
弱
者
６
百
万
人

今
、
全
国
で
「
毎
日
の
買
い
物

に
不
安
を
感
じ
る
」
人
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
の
進

行
、
自
動
車
等
で
の
移
動
を
前
提

と
し
た
郊
外
型
大
型
店
舗
の
進
出

な
ど
に
よ
り
地
域
商
店
の
撤
退
・

廃
業
が
進
み
、
私
た
ち
の
日
常
の

買
い
物
を
取
り
巻
く
環
境
は
以
前

と
比
べ
る
と
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
資
本
主
義
経
済
の

社
会
に
お
け
る
自
由
競
争
の
中
、

各
事
業
者
は
生
き
残
り
を
か
け
て

独
自
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
や
商
品
の

低
価
格
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
恩
恵
で
私
た
ち
の
生
活

が
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実

で
す
。

し
か
し
こ
う
し
た
影
響
で
、
先

述
し
た
地
域
商
店
の
撤
退
・
廃
業

や
、
高
齢
化
に
よ
り
自
動
車
の
運

転
が
困
難
に
な
る
、
人
口
減
少
に

よ
る
公
共
交
通
機
関
の
減
少
な
ど

の
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
機
能
の

弱
体
化
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

経
済
産
業
省
が
平
成
22
年
に

行
っ
た
報
告
（
※
１
）
で
は
、
こ

う
し
た
買
い
物
弱
者
|
流
通
機
能

や
交
通
網
の
弱
体
化
と
と
も
に
、

食
料
品
等
の
日
常
の
買
い
物
が
困

難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
人
々

|
は
全
国
に
６
百
万
人
い
る
と
推

計
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
さ
ら

に
増
加
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
に
対
し
て
全
国

各
地
で
買
い
物
弱
者
（
不
便
者
）

対
策
と
し
て
移
動
販
売
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
等
を
利
用
し
た
通
信
販

売
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

お
り
、
津
和
野
町
で
は
商
店
の
方

な
ど
に
よ
る
独
自
の
移
動
販
売
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

将
来
の
買
い
物
に
不
安

津
和
野
町
が
行
っ
た
調
査
（
※

２
）
で
は
、
全
体
の
半
数
以
上
が

「
買
い
物
に
不
便
を
感
じ
て
い
な

い
」、
現
在
町
内
で
提
供
さ
れ
て

い
る
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
約
７
割
弱
の
方
が
「
利
用

し
て
い
な
い
」
と
い
う
調
査
結
果

が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
買
い
物
時
の
移
動
手

段
と
し
て
７
割
以
上
の
方
が
「
自

家
用
車
」
を
利
用
し
て
お
り
、「
自

分
の
都
合
で
買
い
物
に
行
け
る
」

「
大
量
の
荷
物
を
買
っ
て
も
自
動

車
で
自
宅
ま
で
運
べ
る
」
こ
と
か

ら
不
便
を
感
じ
て
い
な
い
の
だ
と

推
測
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
将
来
的
に
は
日
常
の

買
い
物
が
不
便
に
な
る
と
感
じ
て

い
る
方
は
70
歳
以
上
の
年
齢
層
で

多
く
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

理
由
と
し
て
「
車
に
乗
れ
な
く
な

る
」「
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
た

場
合
」
な
ど
移
動
手
段
に
関
す
る

不
安
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

町
も
社
会
実
験
を
開
始

そ
う
し
た
結
果
を
受
け
、
津
和

野
町
で
も
将
来
を
見
据
え
「
買
い

物
弱
者
対
策
」
の
取
り
組
み
を
開

始
。
千
葉
県
柏
市
な
ど
で
移
動
販

売
の
実
績
が
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

b

バ

ル

ー

ン

alloon

、
津
和
野
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、
そ
の

実
態
や
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
を
行

い
、
平
成
26
年
度
か
ら
社
会
実
験

と
し
て
移
動
販
売
事
業
を
行
っ
て

※１地域生活インフラを支える流通のあり方研究会
※２平成 24年度津和野町町民意識調査「日常の買い物について」

毎
日
の
買
い
物
を
考
え
る

買
い
物
場
所
や
交
通
手
段
の
機
能
が
弱
体
化
し
、
日
常
の
買
い
物
に

不
便
を
感
じ
る
人
は
全
国
に
お
よ
そ
６
百
万
人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
全
国
で
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、
町
で
は
将
来
を

見
据
え
た
社
会
実
験
や
地
域
の
自
治
会
が
こ
の
問
題
に
独
自
に
取
り
組

む
な
ど
様
々
な
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

将
来
の
日
常
を「
今
」考
え
る

毎
日
の
生
活
で
必
要
な
物
だ
か

ら
こ
そ″
安
さ″
を
重
視
す
る
の
は

消
費
者
と
し
て
当
然
で
す
。

し
か
し
、
そ
こ
だ
け
を
追
及
し

た
結
果
、
食
品
の
産
地
偽
装
や
食

品
加
工
工
場
の
ず
さ
ん
な
衛
生
管

理
な
ど
私
た
ち
に
不
安
と
衝
撃
を

与
え
る
報
道
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
そ
の
度
に
「
安
さ

だ
け
を
求
め
て
は
ダ
メ
だ
」
と
感

じ
て
も
、
い
つ
の
間
に
か
そ
う
し

た
事
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
地
域
に
買
い
物
が
で
き
る
場

所
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
は
簡
単

に
金
額
に
置
き
換
え
ら
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
自
分

の
将
来
の
生
活
を
想
像
し
た
と
き

に
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
身
近

な
も
の
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
と
、
生
活
に
関
す

る
不
安
を
一
つ
減
ら
せ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

安
心
し
て
買
い
物
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
を
今
か
ら

考
え
よ
う
！

困った時に
使えばOK



4　広報つわの Public Relations Magazine Tsuwano Town　3

平成25年度の一般会計における歳入と歳出

財政状況は町ホームページでも公開中
紙面上でお伝えできなかった詳細データや、
各会計の決算詳細等は町ホームページで公開
しています。ホームページ「町民向け情報」
から「役場の紹介」をクリックし、「決算・
財政状況」の項目に過去年度の決算報告等と
併せて公開しています。

津和野共存
病院の平成

25年度の
経営状況

について

91,805円のご負担をいただきました

143万円

49万円

柔軟に使えるお金は全体の13.0％

1億3千万円の収入

平成 25年度会計決算についてお知らせします

【問】総務財政課☎ 74-0028

平成 25年度の津和野町一般会計決算は歳入 87億 8,923 万 2千円に対し、歳出 86億 4,607 万 6千円、

残額 1億 4,315 万 7千円となっています。実質公債比率は 13.2％と昨年度から 1.9％改善、予算の硬直度

を示す経常収支比率も 87.0％と 0.8％（昨年比）改善されています。

ここでは、平成 25年度の会計決算の概要についてお伝えしています。詳細等については町ホームページ

をご覧いただくか、担当課までお問合せ下さい。

■住民負担の概況　昨年度は町の皆さまからお一人あたり

■一人あたりの借金

■一人あたりの貯蓄

■財政分析数値

■使用料及び手数料

昨年度、皆さまからお支払いいただいた税金等の合計は 7億 4,334 万 3千円でした。この中には
個人（法人）町民税、固定資産税、軽自動車税、市町村たばこ税、入湯税などが含まれます。

町が事業を行う際には起債（借金）をすることがあり、その借金は長い年数をかけて返済してい
くことになっています。平成 25年度末時点の合計残高は 116 億 4,280 万７千円、一人あたり 143
万 7,916 円となっています。

先の起債とは逆に町の貯金ともいえる各種基金の合計額は平成 25年度末時点で 39億 7,737 万
8千円、町民一人あたりでは 49万 1,216 円となりました。借金返済と貯金を優先するあまり、行
うべき事業が停止しないよう計画的なお金のやりくりが必要となります。

町の全体のお金の中で、人件費や先述した起債の返済金（公債費）など必ず支払わなけれ
ばならないお金が占める割合を示す経常収支比率は 87.0％で、平成 19年度の 95.2％から改
善されています。この数値が 100％に近いほど、財政にゆとりが無いということになります。
また、収入にしめる負債（借金）の割合を示す実質公債比率は 13.2％となり、こちらも平成
19年度の 23.0％から改善されています。

町有施設（体育館やセンター）などの使用料合計は 1億 543 万 4千円。住民票発行時等の
各種手数料合計は 2,388 万 2千円、２つを併せて合計１億 2,931 万 6千円となっています。

う、動けな
いッ

支払
うべ
きお
金

87億9千万円 86億5千万円

地方交付税47億円（53.6％）

総務費16億円（18.5％）

民生費16億円（18.5％）

公債費（14.7％）
12億６千万円

教育費（11.7％）
10億百万円

衛生費（10.0％）
8億6千万円

災害復旧費（6.7％）
5億8千万円

農林水産業費（4.0％）
3億5千万円

その他（4.1％）
3億6千万円

積立金（6.7％）
5億8千万円

その他（0.9％）
8千万円

扶助費（5.6％）
4億8千万円消防費（3.8％）

3億3千万円

土木費（8.0％）
6億9千万円

町債14億4百万（16.0％）

※グラフ上の金額について百万円以下は省略して掲載していますので予めご了承ください。

国庫支出金（9.9％）
8億7千万円

町税（8.5％）
7億4千万円

県支出金（4.6％）
4億5百万円

その他（7.4％）
6億6千万円

歳入 歳出

人件費（13.7％）
11億8千万円

物件費（14.6％）
12億6千万円

公債費（14.7％）
12億6千万円

補助費等（13.7％）
11億8千万円

普通建設事業費（13.0％）
11億2千万円

繰出金（9.2％）
7億9千万円

災害復旧事業費（7.9％）
6億8千万円

歳出歳入

財務に係る数値目標と実績

区分
平成 25年度

目標（プラン） 実績

経常収支比率※１ 100.0％ 100.1%

入院患者数 12,775 人 12,939 人

病床利用率※２ 90.0％ 75.9%

一日当たり入院単価 21,400 円 27,245 円

外来患者数 27,440 人 23,848 人

一日当たり外来単価 6,200 円 7,233 円

※１病院事業会計の経常費用に対する経常収益の割合。100％
以上で黒字。

※２病院の施設が有効に活用されているかどうか判断する指
標。病床数（休止病床除く）に対する延べ入院患者数の割
合として算出。

平成 25年度の病院事業については、医療法人橘井堂を指定
管理者として津和野共存病院の管理運営を行いました。利用
代行制により、診療報酬等は町の収入となり、指定管理者には、
人件費等の経費を診療報酬交付金として支払いました。
収益的収入の総額は、743,692,498 円、一方、収益的支

出の総額は 742,872,184 円でした。これにより、当年度純
利益は 820,314 円となりました。また、資本的収入の総額
64,232,108 円に対して、資本的支出の総額 90,056,717 円で
差引き 25,824,609 円の資金不足が生じました。この不足額は
過年度分損益勘定留保資金で補填しました。
津和野共存病院は、町内唯一の入院施設として益田赤十字
病院をはじめとする益田圏域の各医療施設と連携し、急性期から回復期、そして在宅診療等の機能を担って
います。
医師不足などから救急告示を取り下げていますが、実際には救急医療体制を維持し、電話対応を含め、初
期段階や比較的軽度の救急患者の 3割を受け入れ、地域の救急医療に対して一定の成果を上げています。

町ホームページ
「役場の紹介」から

決算・財政状況をクリック！
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平成 26 年 12 月 26 日、津和野町役場にて伝
達式が行われ下森町長から賞状と記念品が吉
田さんに手渡されました。

津
和
野
町
森
村
に
お
住
ま
い

の
、
吉
田
博
さ
ん
が
長
年
の
教

育
に
対
す
る
ご
功
労
が
認
め
ら

れ
、
平
成
26
年
12
月
1
日
付
け

で
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
は
、
昭
和
24
年
3

月
31
日
付
け
で
小
川
村
立
直
地

小
学
校
教
諭
と
し
て
の
勤
務
を

振
り
出
し
に
、
昭
和
63
年
3
月

31
日
に
柿
木
村
立
柿
木
小
学
校

長
で
の
退
職
ま
で
の
間
、
38
年

間
の
長
き
に
亘
り
各
学
校
に
お

い
て
、
児
童
・
生
徒
の
教
育
に

勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
町
内
の
各
小
学
校

で
も
勤
め
ら
れ
、
教
育
設
備
の

改
善
、
道
徳
教
育
の
推
進
・
研

究
に
取
り
組
み
、
学
校
教
育
の

振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
退
職
後
は
、
平
成
3

年
4
月
か
ら
平
成
7
年
3
月
ま

で
の
4
年
間
、
津
和
野
町
立
津

和
野
町
民
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議

会
委
員
と
し
て
、
そ
の
豊
富
な

知
識
と
経
験
ま
た
高
潔
な
る
人

格
と
高
い
識
見
を
も
っ
て
、
地

域
住
民
の
福
祉
の
向
上
、
生
涯

教
育
の
推
進
並
び
に
青
少
年
の

健
全
育
成
に
取
り
組
む
な
ど
、

社
会
教
育
活
動
の
活
性
化
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域
に

お
け
る
社
会
教
育
の
振
興
に
対

し
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
評
価
さ

れ
こ
の
度
の
受
章
と
な
り
ま
し

た
。

教育委員会☎ 72-1854
吉田博さんが瑞宝双光章を受章

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
及
び
技
術

幹
部
候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。

一
般
大
学
か
ら
進
む
幹
部
候

補
生
コ
ー
ス
で
す
。こ
こ
に
は
、

海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
飛
行
要

員
及
び
海
上
の
技
術
要
員
が
含

ま
れ
ま
す
。

採
用
と
同
時
に
陸
・
海
・
空

曹
長
に
任
命
さ
れ
、
幹
部
候
補

生
と
し
て
一
定
期
間
の
教
育
を

受
け
た
後
、
大
卒
程
度
合
格
者

は
３
等
陸
・
海
・
空
尉
に
昇
任
、

院
卒
程
度
合
格
者
は
２
等
陸
・

海
・
空
尉
に
昇
任
し
、
幹
部
自

衛
官
と
な
り
ま
す
。

幹
部
自
衛
官
と
は

陸
上
・
海
上
・
航
空
各
自
衛

官
の
階
級
は
、
２
士
か
ら
将
ま

で
、
16
階
級
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
３
尉
以
上
の

８
階
級
を
「
幹
部
自
衛
官
」
と

い
い
ま
す
。

幹
部
自
衛
官
に
な
る
に
は
、

「
幹
部
候
補
生
」
と
し
て
、
そ

の
養
成
機
関
で
あ
る
「
幹
部
候

補
生
学
校
」
で
必
要
な
知
識
・

技
能
を
習
得
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
幹
部
候
補
生
学
校
を
卒

業
後
、
部
隊
に
初
級
幹
部
と
し

て
配
属
さ
れ
、
実
践
と
教
育
を

通
じ
て
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

幹
部
候
補
生
に
関
す
る
身
分

は
特
別
職
の
国
家
公
務
員
に
位

置
づ
け
ら
れ
、
待
遇
も
大
学 

卒
21
万
４
，
９
０
０
円
（
平

成
25
年
４
月
現
在
・
他
諸
手

当
有
り
）
大
学
院
卒
23
万
２
，

０
０
０
円
（
平
成
25
年
４
月
現

在
・
他
諸
手
当
有
り
）
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
他
待
遇
は
公
安

職
国
家
公
務
員
に
準
じ
た
給

与
・
福
利
厚
生
が
保
証
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

平
成
27
年
３
月
１
日
（
日
）

か
ら
同
年
５
月
１
日
（
金
）
締

切
日
必
着

【
応
募
資
格
】

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
28

年
４
月
１
日
現
在
、
20
歳
以
上

26
歳
未
満
の
者
（
22
歳
未
満
の

者
は
大
学
を
卒
業
し
た
者
等

（
見
込
み
の
者
を
含
む
））、
大

学
院
修
士
課
程
修
了
者
等
（
見

込
含
む
）
は
28
歳
未
満
の
者

詳
し
く
は
お
問
合
せ
下
さ

い
。

自衛隊島根地方協力本部☎ 0856-22-8223自衛官を募集しています

麓
耕
自
治
会
（
村
上
厳
雄
会

長
）
で
は
（
財
）
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
を
活
用
し
、
炭
窯
を
整
備

し
ま
し
た
。

こ
の
助
成
金
は
、
宝
く
じ
の

収
入
を
財
源
と
し
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
や
住
民

の
自
治
意
識
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

炭
窯
は
、
手
入
れ
の
さ
れ
て

い
な
い
山
林
の
木
材
を
活
用
し

た
炭
焼
き
や
炭
ア
ー
ト
、
オ
ブ

ジ
ェ
作
り
に
利
用
さ
れ
、
地
域

の
景
観
保
全
と
活
性
化
に
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
ま

す
。
加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に

よ
っ
て
3
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入

手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

第
1
号
被
保
険
者

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー

タ
ー
、
無
職
の
方
な
ど
が
第
1

号
被
保
険
者
で
す
。
加
入
手
続

き
は
津
和
野
庁
舎
健
康
福
祉

課
、
本
庁
舎
総
合
窓
口
で
行
い

ま
す
。
後
述
の
第
3
号
被
保
険

者
の
方
が
第
1
号
被
保
険
者
に

な
る
場
合
も
役
場
で
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

第
2
号
被
保
険
者

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
で
、
加
入
手
続
き

は
勤
務
し
て
い
る
事
業
所
が
行

い
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者

第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
で
、
加

入
手
続
き
は
第
2
号
被
保
険
者

の
勤
務
先
を
経
由
し
て
行
い
ま

す
。

口
座
振
替
が
お
得
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま

す
。
保
険
料
が
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な

ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う

え
、
払
い
忘
れ
も
な
く
、
と
て

も
便
利
で
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当

月
分
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替

納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
月
々

50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度

や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額

が
多
い
6
カ
月
前
納
・
1
年
度

前
納
・
2
年
度
前
納
も
あ
り
、

大
変
お
得
で
す
。

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方

は
、納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、

通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持

参
の
う
え
、
口
座
振
替
を
希
望

す
る
金
融
機
関
窓
口
ま
た
は
津

和
野
庁
舎
健
康
福
祉
課
、
本
庁

舎
総
合
窓
口
、
浜
田
年
金
事
務

所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
す
る
と
き
は

年
金
の
手
続
き
や
相
談
を
す

る
場
合
に
は
、
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
基
礎
年
金
番
号
が
記
載

さ
れ
た
書
類
に
は
、年
金
手
帳
・

年
金
証
書
・
年
金
振
込
通
知
書

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

健康福祉課☎ 72-0651
国民年金は誰もが加入する制度です。

認
知
症
に
関
す
る
事
業
の
中

で
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
「
認
知

症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家

族
の
方
の
声
が
聴
き
た
い
」「
も

っ
と
地
域
の
方
へ
認
知
症
の
こ

と
や
介
護
し
て
い
る
家
族
の
思

い
を
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

そ
こ
で
認
知
症
に
限
ら
ず
介

護
す
る
方
、
介
護
さ
れ
る
方
が

日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い

る
気
持
ち
を
詠
ん
だ
『
介
護
短

歌
』
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
短
歌
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

地域包括支援センター☎ 72-0683つわの暮らし推進課☎ 74-0092
介護短歌のご紹介麓耕自治会、炭窯を整備

妻
に
添
い 

歩
け
る
夫
の
老
い
た
背
に

　

夫
婦
の
愛
を
見
た

　
夏
の
朝

親
ふ
た
り 

朝
げ
を
済
ま
せ 

帰
り
来
し
と

還
暦
の
友 

声
の
明
る
し

病
院
へ
行
く
の
で
し
ょ
う
か
…
妻
が
押
す
押
し
車
　
そ
ば
に
つ
い
て
歩
い
て
行
く
夫

暑
い
夏
の
朝
で
し
た
。
日
が
さ
を
さ
し
か
え
た
夫
の
愛
、
と
て
も
ほ
ほ
え
ま
し
く
私
は
思

い
ま
し
た
。

長
く
介
護
し
て
い
る
友
人
で
す
が
、
嫌
が
る
様
子
を
み
せ
ず
し
て

か
え
っ
て
こ
ち
ら
に
活
力
を
も
ら
っ
て
い
る
私
で
す
。

桑
原 

八
重
子
さ
ん

池
田 

礼
子
さ
ん



8　広報つわの Public Relations Magazine Tsuwano Town　7

町からのお知らせ
広報つわの 2015 年 2月 16日発行

※画面はイメージです。

デジアナ

デジアナ

遺
児
手
当
を
受
け
る
に
は
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

受
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
忘
れ

ず
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
現
在
受
給
し
て
い
る
方
も

同
様
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

毎
年
４
月
が
更
新
時
期
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
現
在
受
給

中
の
方
へ
は
３
月
中
に
継
続
申

請
の
ご
案
内
を
送
付
予
定
で

す
。
ま
た
、申
請
す
る
時
に
は
、

民
生
委
員
の
確
認
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
該
当
地
区
の
委

員
の
方
へ
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

津
和
野
町
で
は
、
遺
児
（
父

母
若
し
く
は
父
母
の
一
方
が
欠

け
て
い
る
状
態
に
あ
る
方
）
を

養
育
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
遺

児
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

中
学
校
卒
業
（
15
歳
）
ま
で

の
遺
児
（
父
母
も
し
く
は
父
母

の
一
方
が
欠
け
て
い
る
状
態
に

あ
る
方
）
の
養
育
者

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
支
給

対
象
か
ら
外
れ
ま
す
。

 

・
津
和
野
町
内
に
住
所
を
有
し

な
い
養
育
者
に
養
育
さ
れ

て
い
る
と
き

・
平
成
26
年
分
の
所
得
税
３
万

円
以
上
を
納
め
て
い
る
養

育
者
に
養
育
さ
れ
て
い
る

と
き

・
児
童
福
祉
法
第
27
条
第
１
項

第
３
号
に
規
定
す
る
里
親

に
委
託
さ
れ
て
い
る
と
き

 

・
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な

い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
養
育

者
に
養
育
さ
れ
て
い
る
と

き
支
給
金
額
・
時
期

・
月
額
２
千
円
（
児
童
１
人
に

つ
き
）

・
毎
年
９
月
と
３
月
の
年
２
回

大切な人のために
忘れずに申請をし
ましょう！

町
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度

は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

方
に
対
し
て
医
療
費
の
助
成
を

行
な
う
制
度
で
す
。
助
成
を
受

け
る
に
は
申
請
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
忘
れ
な
い
よ
う
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
要
件
は
表
の
と

お
り
で
、
医
療
費
の
自
己
負
担

額
が
軽
減
さ
れ
、
薬
局
等
で
の

自
己
負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
手
続
き
や
必
要
書
類
、

制
度
に
関
し
て
詳
し
く
は
お
問

合
せ
下
さ
い
。

区分 要件 所得制限
①重度精神障
がい者

精神障害者保健福祉手帳１級をお持ちの方

有り（特別障がい
者手当の所得制限
を準用。但し、対
象者が 20歳未満の
場合は所得制限無

し）

②ねたきり者
65歳以上で、3ヶ月以上寝たきりで常時介護が必要な
状態の方（対象期間１年。医師の診断書等が必要。）

③重度知的障
がい者

療育手帳A判定をお持ちの方

④重度身体障
がい者

身体障害者手帳 1級または 2級をお持ちの方

⑤重度重複障
がい者

ア）身体障害者手帳３級または４級で、知的障がいの
ある方

イ）精神障害者保健福祉手帳２級で、身体障害者手帳
３級または４級をお持ちの方

ウ）精神障害者保健福祉手帳２級で、知的障がいのあ
る方

⑥ひとり親家
庭

離婚・死別などで配偶者がいない女子または男子で、
高校 3学年までの児童を養育している方とその児童

有り
（所得税非課税世帯

が対象）
※⑤の知的障がいは判定機関により判定します。（概ねＩＱ 50以下）
※対象となるかどうかなど制度の詳細につきましてはお問い合わせください。

日
本
の
公
職
選
挙
法
で
は
政

治
家
の
方
が
自
身
の
選
挙
区
内

の
人
に
対
し
て
金
品
を
贈
る
こ

と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
ま
た

有
権
者
の
方
が
政
治
家
の
方
に

寄
付
や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と

も
同
様
で
す
。

今
年
は
4
月
に
統
一
地
方
選

挙
も
控
え
て
い
ま
す
の
で
こ
れ

ら
の
贈
り
物
を
さ
れ
る
際
に
は

充
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
歳
暮
や
夏
の
お
中
元
、
一

年
の
節
目
に
は
贈
り
物
を
す
る

機
会
が
多
い
の
は
誇
る
べ
き
日

本
独
自
の
文
化
と
も
い
え
ま

す
。
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
た

あ
の
方
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
贈
り
物･･･

。
で
も
そ
の

贈
り
物
も
時
と
場
合
に
よ
っ
て

は
禁
止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
禁
止
行
為
、
選
挙

等
に
関
し
て
詳
し
く
は
お
問
合

せ
下
さ
い
。

つわの暮らし推進課☎ 74-0092

平
成
27
年
3
月
16
日
正
午
を

も
っ
て
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
」
は
終
了
し

ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
各
家
庭
や
事
業

所
で
古
い
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ

な
ど
を
使
っ
て
こ
の
変
換
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
テ
レ
ビ
を
見

て
い
た
場
合
は
番
組
が
見
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
を
見
る
に
は

引
き
続
き
テ
レ
ビ
番
組
を
ご

覧
に
な
る
に
は
次
の
３
つ
の
う

ち
い
ず
れ
か
の
対
策
を
行
っ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
サ
ン
ネ
ッ
ト
に
ち
は
ら
と
契

約
し
、
デ
ジ
タ
ル
Ｓ

セ
ッ
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス

Ｔ
Ｂ

を
設
置
す
る

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信

で
き
る
テ
レ
ビ
に
買
い
換

え
る

③
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
対
応

の
録
画
機
器
ま
た
は
専
用

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
購
入
す
る

現
在
お
持
ち
の
テ
レ
ビ
が

「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
」
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
に
は
、
テ
レ
ビ
番
組

を
つ
け
た
状
態
で
画
面
右
上
を

ご
覧
下
さ
い
。
左
の
イ
ラ
ス
ト

の
よ
う
に
画
面
に「
デ
ジ
ア
ナ
」

と
表
示
さ
れ
て
い
れ
ば
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
テ
レ
ビ
と

な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
担
当
課
ま
た
は
サ

ン
ネ
ッ
ト
に
ち
は
ら
（
☎74-

2099

）ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

古いテレビだと番組が見られなくなることも

総務財政課☎ 74-0028
政治家の寄付や有権者が求めることは禁止です

健康福祉課☎ 72-0673
遺児手当の受給手続きをお忘れなく

健康福祉課☎ 72-0673福祉医療制度の申請をお忘れなく
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町からのお知らせ
広報つわの 2015 年 2月 16日発行

町
内
各
地
域
の
し
尿
の
汲
み

取
り
の
受
付
期
間
と
収
集
予
定

日
は
左
記
の
通
り
で
す
。
収
集

を
希
望
さ
れ
る
方
は
期
間
内
に

お
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。
但
し
、
申
込
受
付
及
び
収

集
に
つ
い
て
は
、
土
日
祝
日
、

12
月
29
日
か
ら
1
月
3
日
は
お

休
み
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
年

末
年
始
、
５
月
連
休
、
盆
等
に

環境生活課☎ 72-0309
し尿の申込受付及び収集のお知らせ

は
収
集
日
が
若
干
ず
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
尿
の
申
込
み

に
つ
い
て
は
、
一
杯
に
な
る
前

に
、
で
き
る
だ
け
早
く
お
願
い

し
ま
す
。

申
込
先

環
境
生
活
課☎

72
―
０
３
０
９

問
合
先

益
田
市
衛
生
公
社
日
原
事
務

所
☎
74
―
１
１
５
３

責
任
を
持
っ
て
飼
い
続
け
る
こ

と
犬
や
ね
こ
を
飼
う
前
に
は
、

家
族
が
賛
成
し
て
い
る
か
、
近

所
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
か
、
ず

っ
と
世
話
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
、
治
療
費
も
払
え
る
か
な

ど
、
家
族
で
よ
く
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

例
え
ば
、
ペ
ッ
ト
を
屋
外
に

出
す
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

糞
尿
・
鳴
き
声
・
庭
や
ゴ
ミ
を

荒
ら
す
な
ど
近
隣
の
人
に
迷
惑

が
か
か
り
、
ト
ラ
ブ
ル
や
苦
情

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
周
り
に

迷
惑
を
か
け
な
い
飼
い
方
を
し

ま
し
ょ
う
。

放
し
飼
い
を
し
な
い

島
根
県
の
条
例
に
よ
り
、
犬

を
放
し
飼
い
に
す
る
こ
と
は
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
放
し
飼
い

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

散
歩
の
時
な
ど
に
は
、
突
発

的
な
行
動
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
引
き
綱
の
点
検
・
調
節
を

し
、
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
引

き
綱
を
つ
け
、
場
所
・
時
間
な

ど
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
糞
の
持
ち
帰
り
袋

も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ね
こ
は
、
屋
内
飼
育
に
努
め
ま

し
ょ
う

ね
こ
の
飼
い
主
は
、
疾
病
の

感
染
防
止
、
不
慮
の
事
故
防
止

等
ね
こ
の
健
康
と
安
全
の
保
持

の
た
め
、
な
る
べ
く
屋
内
飼
養

に
努
め
ま
し
ょ
う

屋
内
飼
育
が
で
き
な
い
場
合

に
は
、
不
妊
去
勢
等
の
繁
殖
制

限
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

不
幸
な
命
を
増
や
さ
な
い
こ
と

島
根
県
で
は
、
飼
え
な
く
な

っ
た
犬
が
毎
年
２
千
頭
以
上

（
そ
の
半
数
は
子
犬
）
も
最
寄

り
の
保
健
所
へ
引
き
取
り
に
出

さ
れ
ま
す
。

飼
い
主
は
、
生
ま
れ
た
子
犬

に
も
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
子
犬
が
生
ま
れ
て

も
飼
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

譲
り
先
は
あ
る
の
か
、
あ
ら
か

じ
め
よ
く
考
え
て
、
子
犬
が
生

ま
れ
る
の
を
望
ま
な
い
と
き

は
、
去
勢
手
術
や
不
妊
手
術
な

ど
繁
殖
を
制
限
す
る
手
立
て
を

講
じ
て
く
だ
さ
い
。

環境生活課☎ 72-0309
ペットはルールを守って飼いましょう

対象地区 申込み受付 予定収集日（期間）

橋北・小川（笹山は除く） 毎月 16日～月末まで 翌月 1日～ 15日まで

橋南・笹山・畑迫・木部 毎月 1日～ 15日まで 毎月 16日～月末まで

野地・添谷・青原・小瀬・
鹿谷・大木・柳・宿谷・
程彼・下商人・木ノ口・
小直・瀧元

収集予定日前

翌月 1日～ 10日頃

堤田・三渡曽庭・脇本・
野口・春日町・幸町・山
根町・清水町・金見町・
須川・相撲ヶ原・日浦

毎月 10日～ 15日頃

枕瀬西・枕瀬東
木ノ口住宅 毎月 20日～ 25日頃

扇町・栄町
旭町・畳・円の谷 毎月 27日頃

左鐙・一の谷
横道・新畑 毎月月末頃

新しい農業委員と担当地区が決まりました

出生・死亡・死産・婚姻・離婚の届出をされる方にお願い

農業委員会事務局☎ 72-0653

税務住民課☎ 74-0059

平
成
26
年
11
月
30
日
の
任
期

満
了
に
伴
う
津
和
野
町
農
業
委

員
会
の
選
挙
が
平
成
26
年
11
月

16
日
（
平
成
26
年
11
月
11
日
告

示
）
に
行
わ
れ
、
新
し
い
農
業

委
員
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

役職 氏名 担当地区
会長 河 田　 寿 樹 和田、麓耕、直地、野広、日浦、商人上
職務代理 原 田　 文 雄 堤田、三渡曽庭　
委員 中 田　 勝 昭 中川、川尻、下組
委員 齋藤　治登志 下高野、上高野、吉ヶ原、野中、山入、虹ヶ谷、中原
委員 柳 井　 良 仁 商人下、程彼、宿谷、柳
委員 増 成　 明 子 須川元郷、日浦東、日浦西
委員 林  　 靖    登 豊稼、本郷、長野
委員 田 中   海太郎 奥ヶ野、三歩市、福谷
委員 宮 藤　 敏 典 鷲原 1・2、門林、中座1、中座2、町田、森1・2・3・4
委員 上 田　 徳 美 左鐙東・西、畳、一ノ谷、横道
委員 須 川　 正 則 小瀬、大木、鹿谷、二俣
委員 草 田　 吉 丸 相撲ヶ原上、相撲ヶ原下、滝谷
委員 平   川        巖 青原、添谷、野地、坂の谷
委員 吉 﨑　 初 義 畑ヶ迫白石、西谷出合、木毛
委員 堀　　 憲 隆 牧ヶ野、白井木尾谷、徳次田代、高田、喜時雨、鳥井
委員 御手洗       剛 中組、小野、畑

委員 中 岡　　 誠
滝元上、滝元下、小直、木ノ口上、木ノ口下、枕瀬東、
枕瀬西、新地

委員 渡 邊　 幸 恵 市尾戸谷、上横瀬、下横瀬
委員 森 田         穣 吹野上、吹野下

委員 長 嶺　 善 信
上下寺田、上下千原、岩瀬戸、笹山、本町 1・2、東 1・
2、西 1・2・3、北 1・2・3

委員 沖 野 幸 夫 脇本、野口、日原

各
委
員
の
任
期
は
平
成
26
年

12
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
11
月

30
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
地
の
売
買
や
農
地
転
用
な

ど
を
さ
れ
る
際
に
は
担
当
地
区

の
農
業
委
員
へ
必
ず
ご
相
談
下

さ
い
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
人

口
動
態
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
標
記
届
書

を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡
の
状

況
等
を
調
査
す
る
も
の
で
す

が
、
国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年

に
は
、併
せ
て
人
口
動
態
職
業
・

産
業
調
査
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
28
年
３
月
31
日
の
間
に
出

生
・
死
亡
・
死
産
が
あ
っ
た
方

と
婚
姻
・
離
婚
を
さ
れ
た
方
は
、

届
出
の
際
に
届
書
の
「
職
業
」

欄
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
死

亡
届
の
場
合
は
、「
産
業
」
欄

も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）。

詳
し
く
は
、
届
出
の
際
に
窓

口
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
少
子

化
対
策
、
公
衆
衛
生
、
労
働
衛

生
、
社
会
福
祉
及
び
保
険
・
年

金
等
各
種
施
策
の
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
調

査
事
項
に
漏
れ
な
く
正
確
に
ご

記
入
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。



日 -Sunday- 月 -Monday- 火 -Tuesday- 水 -Wednesday- 木 -Thursday- 金 -Friday- 土 -Saturday-3

日原公民館日公カレンダーの略字表
記について

主な行事のお問合せ先
■行政相談 ,交通事故相談
総務財政課 ････････☎74-0028
■無料人権相談
税務住民課 ････････☎74-0059
■健康相談 ,育児相談 ,乳児・
幼児健診 ,ケアサロン ,手
話生活相談 ,心の相談

健康福祉課 ････････☎72-0657
　　　　　 ････････☎72-0673
■心配ごと相談（各地区含む）,
無料法律相談

社会福祉協議会津和野支所
 ☎72-1494
■明るい生活相談
社会福祉協議会本所・日原支所 
☎74-1617
■パソコン教室 ,ハングル講
座 ,アダルト英会話 ,キッ
ズえいかいわＡ，ヨガ&マッ
トエクササイズ，水彩画教
室

日原中央公民館 ････☎74-0302
■3Ｂ体操,つわの英会話教室，
水彩画教室

津和野町民センター
  ☎ 72-2070
■キラキラ体操教室、元気
アップ教室、※１地域運動
推進員サロン活動・研修会

地域包括支援センター
 ☎72-0683
■パソコン初心者教室，いき
いきフィットネス体操，食
育の集い

青原公民館 ････････☎75-0039
■断酒会
断酒会鹿足支部
 ☎090-9061-8012

町セ 津和野町民センター
山セ 山村開発センター 福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ なごみ 津和野温泉なごみの里
中央 日原中央公民館

各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。
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納期限は3月31日

【当番医】津和野共存病院

【当番医】松浦内科胃腸科

【当番医】増野医院

【当番医】和﨑医院

【当番医】栗栖医院

【当番医】小笠原医院

1 6

9

7

11 12108 13 14

15 16 17 18 19

27 28

20 21

22

29

23

30

24

31

25 26

2 4 53

春分の日

国民健康保険税 第 12 期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第 12期
介護保険料・・第 12期

町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです

◎木部地区心配ごと相談
（木部公民館/9:00~11:30）
◎ほほえみ会※１
（添谷公民館/14:00~15:30）

◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）
◎なかよし体操中座※１
（中座会館/10:00~11:30）
◎キラキラ体操教室
（麓耕自治会館/10:30~11:30）
（和田自治会館/13:30~14:30）
◎津和野地区心配ごと相談
（ふくせ/13:30~15:00）
◎ハングル講座
（日原公/19:30~21:00）

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時 ,13~16時）
◎きんぎょの会※１
（木部公民館/10:00~11:30）
◎季節の湯（薬湯）
(なごみ/10:00~21:00）
◎発達クリニック
（やまび/13:00~）

◎乳児健診
（プラサ枕瀬/13:30~）
◎キラキラ体操教室
（滝元下集会所/13:30~14:30）
（やまび/15:30~16:30）
◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ/13:30~15:00）
◎あさぎりの湯定休日
(なごみ）

◎明るい生活相談
（やまび/10:00~12:00）
◎育児相談
（日原保育園内子育て支援セン
ター/10:00-11:30）
◎ヨガ＆マットエクササイズ
（やませ/20：00～21：00）

◎月いちボランティア清掃
（津和野駅/8:00~9:00）
◎講演会「鷗外と奈良」
（やませ/13:30~15:00）
（森鷗外記念館/19:00~20:30）

◎第25回つわのSL健康マラソ
ン大会

（9:20スタート /津和野高校グ
ラウンド）
◎輪読鷗外
（森鷗外記念館/10:00~11:00）
◎石見神楽公演（長福千原座）
（なごみ/11:00~,14:00~）

◎健康相談
（発熱外来診療所/9:30-11:30）
◎アダルト英会話
（やませ/10:30~11:30）
◎3B体操
（まちせ/13:30~）
◎キッズえいかいわA
（やませ/16:15~17:00）
◎つわの英会話教室
（まちせ/20:00~21:00）

◎無料人権相談
（まちせ/9:00~11:30）

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時 ,13~16時）
◎畑迫地区心配ごと相談
（畑迫公民館/9:00~11:00）
◎にこにこ会※１
（プラサ枕瀬/10:00~11:30）
◎手話生活相談
（役場本庁舎/13:30~16:00）
◎すみれ会※１
（小瀬会館/13:30~15:00）
◎断酒会（まちせ/19:00-21:00）
◎乳がん検診（やまび ）

◎すずめ※１
（柳会館/9:30~11:00）

◎パソコン初心者教室
（青原公民館/10:00~12:00）

◎日原中学校　卒業式

◎ギターミニコンサート
（やませ/13:30~15:30）

◎乳がん検診（やまび） ◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）
◎ハングル講座
（日原公/19:30~21:00）
◎乳がん検診（まちせ）
◎育児相談
（直地児童館内子育て支援セン
ター/10:30-11:30）
◎キラキラ体操教室
（小川公民館/10:30~11:30）
（中座会館/13:30~14:30）
◎津和野中学校　卒業式

◎季節の湯（薬湯）
（なごみ/10:00~21:00） ◎食育の集い、調理実習

（青原公民館/9:30~13:30）
◎キラキラ体操教室
（プラサ枕瀬/13:30~14:30）
（池河コミセン/15:30~16:30）
◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ/13:30~15:00）
◎歯っぴー教室
（まちせ/13:30~15:00）
◎あさぎりの湯定休日 (なごみ）
◎木部小学校　卒業式
◎乳がん検診（まちせ）

◎無料人権相談
（やまび/10:00~12:00）

◎石見神楽公演（須子社中）
（なごみ/11:00~,14:00~）

◎健康相談
（まちせ/9:30-11:30） ◎パソコン教室

（日原公/10:00~12:00）
◎名賀のぞみクラブ※１
（名賀地域センター/10:00~11:30）
◎キラキラ体操教室
（高田自治会館/10:30~11:30）
（名賀地域センター/13:30~14:30）
◎健康体操※１
（青原公民館/13:30~15:00）
◎ハングル講座
（日原公/19:30~21:00）
◎町内小中学校　修了式

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時 ,13~16時）
◎手話生活相談
（役場本庁舎/13:30~16:00）
◎乳がん検診
（まちせ）

◎交通事故巡回相談（要予約）
（益田市役所/9~15時）
◎水彩画教室
（やませ/9:30~11:30）
◎リハビリ恋（来い、鯉）クラブ※１
（まちせ/10:00~11:30）
◎キラキラ体操教室
（柳会館/13:30~14:30）
（ 相 撲 ヶ 原 下 集 会 所
/15:30~16:30）
◎あさぎりの湯定休日 (なごみ）
◎乳がん検診（まちせ）

◎心配ごと相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎無料行政相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎パソコン初心者教室
（青原公民館/10:00~12:00）
◎乳がん検診（まちせ）

◎乳がん・子宮がん検診
（まちせ/やませ）

◎津和野図書館休館

◎心配ごと相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎無料行政相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎元気会※１
（下町コミセン/10:00~11:30）
◎さくら会※１
（須川公民館/13:30~15:00）
◎史談会（まちせ/13:30~）
◎いきいきフィットネス体操
（青原公民館/19:30~20:30）
◎乳がん検診（やまび）

◎水彩画教室
（やませ/9:30~11:30）
◎小川地区心配ごと相談
（小川公民館/13:30~15:30）
◎キラキラ体操教室
（須川公民館/13:30~14:30）
（程彼集落センター/15:30~16:30）
◎歯っぴー教室
（やまび/13:30~15:00）
◎あさぎりの湯定休日 (なごみ）
◎乳がん検診（やまび）

◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）
◎ハッスル会※１

（鹿谷集会所/10:00~11:30）
◎キラキラ体操教室
（野中自治会館/10:30~11:30）
（まちせ /13:30~14:30）
◎三葉会※１

（程彼集落センター/13:30~15:00）
◎健康体操※１

（青原公民館/13:30~15:00）
◎ハングル講座
（日原公/19:30~21:00）
◎乳がん検診（やまび）

◎HBC体操畑迫※１
（畑迫公民館/10:00~11:30）
◎アダルト英会話
（やませ/10:30~11:30）
◎3B体操
（まちせ/13:30~）
◎小川はつらつクラブ※１
（小川公民館/13:30~15:00）
◎キッズえいかいわB
（やませ/16:15~17:00）
◎つわの英会話教室
（まちせ/20:00~21:00）

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時 ,13~16時）
◎すずめの会※１
（池河公民館/10:00~11:30）
◎ケアサロン
（津和野共存病院/11:00-12:00）
◎水彩画教室
（まちせ/13:30~,19:00~）
◎断酒会（中央公/19:00-21:00）
◎乳がん検診（まちせ）
◎津和野小学校　卒業式

CATVの「デジアナ変
換」が終了します。
【問】サンネットにちはら☎74-2099

◎無料行政相談
（やまび/10:00~12:00）
◎明るい生活相談
（やまび/10:00~12:00）
◎無料法律相談《要予約☎72-
1494》

（ふくせ/13:00~16:00）
◎ヨガ＆マットエクササイズ
（やませ/20:00~21:00）
◎日原小学校・青原小学校・左
鐙小学校　卒業式
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広報つわの 2015 年 2月 16日発行

14　広報つわの

「
津
和
野
に
は
４
カ
月
前
か
ら
住
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
間
、
住
宅
が
決
ま
ら

ず
町
の
研
修
セ
ン
タ
ー
に
仮
住
ま
い
で

し
た
が
、
地
域
の
方
々
に
助
け
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
今
年
1
月

に
無
事
に
引
っ
越
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。津

和
野
で
山
仕
事
を
す
る
こ
と
は
こ

の
町
で
暮
ら
す
こ
と
で
す
。
昨
年
12
月

か
ら
山
で
の
作
業
が
始
ま
り
、
地
元
の

林
業
家
さ
ん
と
交
流
す
る
機
会
も
あ
り

ま
し
た
。
先
輩
方
の
圧
倒
的
な
仕
事
の

技
術
・
量
に
感
動
し
、
こ
れ
か
ら
の
勉

強
に
力
が
入
り
ま
す
。

今
年
１
月
中
旬
か
ら
約
１
カ
月
間
、

出
雲
で
の
林
業
講
習
会
に
参
加
し
林
業

に
関
す
る
技
術
や
資
格
を
習
得
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
活
か
し
て
町
の
山

の
「
力
」
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
！
」

「
昨
年
12
月
に
移
住
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
１
月
か
ら
農
林
課
で
自
伐
型

林
業
推
進
の
た
め
に
働
い
て
い
ま
す
。

休
日
に
は
、
海
で
30
ｍ
素
潜
り
し
、

20
㎏
の
魚
を
銛も

り

で
突
い
て
遊
ぶ
ほ
ど
、

海
好
き
で
す
。『
海
が
好
き
す
ぎ
て
、

津
和
野
に
来
ま
し
た
！
』
と
言
う
と
、

『
津
和
野
に
は
海
は
な
い
よ
』
と
言
わ

れ
ま
す
。
え
え
、
津
和
野
に
は
海
が
無

い
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。（
笑
）

し
か
し
、
こ
の
町
に
は
海
に
繋
が
る

川
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
上
流

に
は
山
が
あ
り
ま
す
。
全
国
屈
指
の
自

然
の
宝
庫
で
あ
る
こ
の
町
は
、
山
を
手

入
れ
す
る
こ
と
で
、
そ
の
下
流
域
の
川

や
海
が
更
に
豊
か
に
な
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
、
こ

の
町
の
自
然
の
中
で
の
暮
ら
し
方
を
教

「
山
が
大
好
き
で
、
自
然
に
関
わ
る
仕

事
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
山
間

部
へ
行
く
と
必
ず
目
に
し
て
い
た
の
が
土

砂
崩
れ
で
、
山
肌
を
む
き
出
し
に
し
た
山

の
姿
で
す
。
山
の
手
入
れ
を
す
れ
ば
豪
雨

に
見
舞
わ
れ
て
も
、
大
き
な
災
害
ま
で
発

展
す
る
可
能
性
は
少
な
く
な
る
と
知
り
ま

し
た
。
大
好
き
な
山
を
綺
麗
に
す
る
こ
と

を
仕
事
に
出
来
た
な
ら
、
こ
ん
な
に
素
晴

ら
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
10
月
に
津
和
野
で
3
日
間
の
林
業

体
験
研
修
を
受
け
た
時
、
こ
の
町
の
山
で

暮
ら
し
た
い
と
考
え
、
今
年
1
月
か
ら
津

和
野
町
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

狩
猟
や
野
菜
作
り
な
ど
、
挑
戦
し
た
い

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は

地
域
に
根
ざ
し
、
3
年
後
に
こ
の
町
の
山

で
林
業
を
生
業
と
し
て
生
活
し
て
い
け
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
伐
採
の
技
術
や
自
伐
型
林
業
の
知

識
を
勉
強
し
な
が
ら
、
町
の
皆
さ
ん
か
ら

こ
こ
で
の
暮
ら
し
を
学
ん
で
い
き
た
い
で

す
。」

現在、津和野町では林業復活を目指して、町面積の９割を占める森林に壊れない作業道を作り、間伐・
搬出・育林を行う「自

じば つ が た り ん ぎ ょ う

伐型林業」の普及と定着に取り組んでいます。今年度、この新しい林業を実
践するチームとして３名の地域おこし協力隊（第１期生）が着任しましのたのでご紹介します。

活
い

かせ森
も り

林 !!
「津和野の山で暮らし隊」町の90％は森林

【自伐型林業に関するお問合せ先】農林課☎ 72-0653

下し
も
む
ら村 

明あ
き
こ子

（
34
）

神
奈
川
か
ら
移
住

八や
し
ろ代 

と
し
子
（
31
）

愛
知
か
ら
移
住

田た
ぐ
ち口 

壽と
し
ひ
ろ洋
（
36
）

神
奈
川
か
ら
移
住

津和野の山の
力になりたい！

津和野の山での
自立が目標です！

わ
り
、
実
践
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！
」

山での暮らし方、
教えて下さい！

「
お
ー
い
ッ
み
そ
汁
で
き
た
ぞ
ー
。」

あ
の
声
は
夢
だ
っ
た
の
か
な
。

昨
年
夏
に
、
私
は
手
術
と
一
ヶ
月
の

入
院
生
活
を
経
て
、
退
院
後
数
日
間
の

療
養
生
活
を
送
っ
た
。
そ
の
間
、
家
事

を
し
た
こ
と
の
な
い
夫
が
ど
ん
な
に
大

変
だ
っ
た
か
を
思
う
と
、「
家
事
メ
ン
」

な
ん
て
言
葉
は
必
要
な
い
と
も
思
え
て

く
る
。
94
歳
の
母
親
を
抱
え
、
出
来
な

く
て
も
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
の

中
、
や
り
き
っ
て
く
れ
た
夫
に
「
あ
り

が
と
う
」
と
伝
え
た
い
。

し
か
し
、
動
け
る
体
に
な
っ
た
こ
と

を
喜
び
つ
つ
、
年
末
年
始
と
慌
た
だ
し

く
過
ご
し
ち
ょ
っ
と
台
所
か
ら
逃
げ
出

し
た
い
思
い
が
チ
ラ
ッ
と
し
た
。

め
し
ま
だ
か 

言
っ
て
み
た
い
わ
　
一
度
で
も

め

（
C
）
公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー 

「
男
女
共
同
参
画
か
る
た
」
よ
り

今
は
ま
た
、
台
所
仕
事
は
私
。
外

回
り
等
力
仕
事
は
夫
、
と
役
割
分
担

は
は
っ
き
り
し
た
も
の
だ
。

そ
れ
で
も
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
相
手
の
立
場
を

理
解
し
、
出
来
る
こ
と
を
出
来
る
よ

う
に
、
無
理
の
な
い
生
活
が
で
き
た

ら
そ
れ
で
い
い
か
な
？
で
も
、
時
々

は
台
所
に
立
っ
て
ね
ッ
。

島
根
県
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー
っ
て

　

島
根
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
市
町
村
や
県
と
一
緒
に
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
講
演
会
や
、
寸
劇
等
の
上
演
を
通
じ
て
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
男
女
共
同
参
画
を
感
じ
て
も
ら
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
町
内
サ
ポ
ー
タ
ー
】

大
内
康
子
、
大
羽
ミ
ヤ
子
、
西
蔭
千
恵
美
、
清
水
留
美
子
、
中
村
俊
子

敬
称
略

島根県男女共同参画サポーター
大内 康子さん
島根県
大内 

お互いを理解し、
出来る事を出来る
ように！

出演情報など最新情
報を facebookでチェッ
クしよう！

つわみんへ出演依頼などができます。
詳しくは下記担当課までお問合せください。
【お問合せ先】商工観光課☎ 72-0652

両日とも『ＳＬ「やまぐち」号運転再開記念石炭焚きミニ
ＳＬ「やまぐち」号運転会』会場（旧広島市民球場跡地）で
観光 PRを行いました。また、18 日の午後は「島根ふるさ
とステージ」に出演しました。
また、1月 11日に東京でも観光 PRをしています。

町営バスに

つわみんが登場

つわみんのイラストがラ
ッピングされた町営バス
（日原地区路線）が平成
26年 12月から運行を開始
しています。

後ろからも
見えるよ！

つわみん活動日記

島根ふるさとフェア2015
1
17・18



Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
つわの暮らし推進課☎ 74-0092

平成 27年 1月 30 日、下森町長に認定の報告をする青木さん。２月
16日に石垣記念ホール（東京）で認定者の集いが開催されています。
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青
あおき

木 登
と し お

志男さん 地域特産品マイスターに
特産農産物の振興などを目的とする日本特産農産物協

会（小高良彦理事長）が、地域特産物の栽培、加工など
で優れた技術を持ち、技術の伝承や開発など指導的役割
を担う人を認定する地域特産物マイスター制度に栗の生
産、加工に携わる青木 登志男さん（内美）が選ばれました。
青木さんは、栗を加工した羊羹や最中などの商品を開

発、販売などしており、独自の冷蔵法を開発、栗の長期
貯蔵と品質向上に大きく貢献されています。
この認定制度は、平成 12 年から開始されており、県

内ではぶどう、いちじくの分野で認定された方に次いで
３人目の認定となります。

津和野高校　志望者大幅増加
町にある唯一の高校として魅力化に取り組んでいる津

和野高校への入学志望者が平成 27 年 2 月 10 日、島根
県により発表されました。
津和野高校への入学志望をした生徒の数は 75 名（推

薦及び第１志望者、前年 65名）、第１志望者の競争倍率
は 0.92 倍（前年 0.77 倍）と増加しています。募集定員
80名に対する定員割れの状況は変わっていませんが、以
前から継続している魅力化に関する取り組みの他、平成
26年４月から町営英語塾H

ハ ン コ ウ

AN-KOHによる学習サポー
トも始まっている津和野高校。入学した生徒やその家族
が「津和野高校で良かった！」と実感できるような取り
組みが今後も期待されます。

デザインの力で地域活性
日本一の水質を誇る高津川の流域で生産される木材

に、デザインという新たな付加価値をつけ活用し、森林
保全や地域活性に貢献しようと「高津川デザインフォー
ラム」（高津川学生デザインコンペディション実行委員
会主催）が平成 27 年１月 24 日に益田市にあるグラン
トワで開催されました。
今年で２回目となるこのフォーラムでは、全国の学生

を対象に公募したセンス溢れる木工製品の表彰や、数々
の工業デザインを手がけてきた京都精華大学 PD学科教
授の井上斌策さんらデザイン分野の専門家を招いた講演
や高津川流域の木材の活かし方やデザインの重要性など
について意見交換が行われました。



親指と人差指で指文
字の「メ」を作り、
斜め前方へ往復しま
す。

メール・Eメール

津和野町ＨＰ

けいじばん
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駅前ビジネス

ホテルつわの

■ 3月 22日（日）
和﨑医院

☎ 72-0025

■ 3月 21日（土）
津和野共存病院

☎ 72-0660

■ 3月 15日（日）
栗栖医院

☎ 79-2006

■ 3月 1日（日）
増野医院

☎ 74-0053
在
宅
当
番
医
 
…H

ospital

ご
案
内
 
…
…
…
…Guide

福
祉
の
職
場
就
職
準
備
研
修

福
祉
分
野
で
就
職
予
定
の
方
、
就
職

し
て
１
年
未
満
の
方
を
対
象
に
、
職
場

で
働
く
上
で
の
必
要
な
マ
ナ
ー
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
、

自
覚
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
た

め
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
？

平
成
27
年
3
月
20
日

（金）

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）　　

30
名

平
成
27
年
3
月
10
日

（火）

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石
見

分
室
☎0855-24-9340

国
税
専
門
官
募
集

国
税
庁
で
は
次
の
通
り
専
門
官
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
募
集
対
象
者
、
応
募

方
法
、
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

合
せ
下
さ
い
。

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
27
年

4
月
２
日
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

込
の
場
合
は
４
月
13
日
ま
で
）

益
田
税
務
署
☎0856-22-0444

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
青
原
団

地
（
冨
田
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
募
集
戸
数
２
）

へ
の
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
賃

料
等
に
つ
い
て
詳
し
く
は
お
問
合
せ
下

【
火
】
外
科
（
午
前
）
産
婦
人
科
の
第

1
・
3
火
曜
日
（
【
午
前
】
外
来

診
療
・
妊
婦
健
診
・
【
午
後
】
子

宮
が
ん
検
診
（
予
約
制
）
）

【
水
】
漢
方
外
来
（
3
月
18
日
）
・
整
形

外
科
（
午
後
）

【
金
】
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）
・
小

児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診
（
午

後
・
予
約
制
）

※
外
科
は
火
曜
日
（
午
前
）
の
み
の
診
療

と
な
り
ま
し
た
。

※
内
科
は
月
か
ら
金
曜
日
（
午
前
）
木
曜

日
（
午
後
2
時
か
ら
開
始
）

（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
）
初
診
の
場
合

要
予
約

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始
で
す
。

※
整
形
外
科
の
水
曜
日
の
診
療
は
午
後
1

時
よ
り
開
始
で
す
。

◆
日
原
診
療
所
☎
（
74
）
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
火
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
水
】
内
科
（
午
前
）
消
化
器
内
科
検
査

の
み
（
午
前
）

【
木
】
内
科
（
午
前
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
土
】
内
科
（
午
前
）
※
第
１
･
３
･
５

   　

泌
尿
器
科
（
午
前
）
第
１
・
３
・
５

※
泌
尿
器
科
の
予
約
は
日
原
診
療
所
ま
で

※
水
・
木
曜
日
は
、
午
前
の
み
で
す
。

手
話
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
話
に
は
、
手
の
形
は
同
じ
で
も
動

く
方
向
で
意
味
が
変
わ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
今
回
の
「
メ
ー
ル
」
と
い
う
手

医
療
 …
…
…
…M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎（
72
）０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
3
月
２
・

23
日
）
・
小
児
科
予
防
接
種
・
乳

児
検
診
（
午
後
・
予
約
制
）
耳
鼻

咽
喉
科 

毎
週
（
午
前
）

さ
い
。

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
益
田
住
宅

管
理
事
務
所
☎0856-31-1530

無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

遺
産
相
続
、
遺
言
、
不
動
産
の
売
買

な
ど
様
々
な
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下

さ
い
。
な
お
吉
賀
会
場
は
予
約
が
無
い

時
は
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
吉
賀
会
場
】

平
成
27
年
３
月
８
日

（日） 

10
時
〜
正
午

六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

【
益
田
会
場
】

平
成
27
年
3
月
19
日 

（木）  

13
〜
17
時

益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
館

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
☎

0120-114-234

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
会
社
概

要
の
説
明
や
採
用
予
定
に
関
す
る
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

平
成
27
年
3
月
７
日 

（土） 

13
〜
16
時

半く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
）

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

☎0852-28-0694

新
刊
図
書
 
…
…
…Books

▼
日
原
図
書
館

※
診
療
日
程
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
（
72
）
０
０
２
５

【
水
】
肝
臓
病
専
門
外
来
（
日
本
肝
臓
学

会
専
門
医
）
・
予
約
制

※
当
院
で
は
苦
痛
の
少
な
い
鼻
か
ら
の
胃

カ
メ
ラ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌

の
除
菌
も
ご
相
談
下
さ
い
。

※
循
環
器
専
門
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
専
門
外
来
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
土
曜
日
の
午
後
は
診
療
し
て
い
ま
す
。

（
14
時
か
ら
17
時
ま
で
、
た
だ
し
受
付

は
16
時
30
分
ま
で
）

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
（
72
）
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
は
９
時
〜
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
〜
18
時
ま
で
、
日
曜
・

祭
日
と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。

但
し
、
物
理
療
法
は
午
前
８
時
30
分
と

午
後
２
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

　

毎
週
火
曜
15
時
〜
18
時
、
毎
週
木
曜
9

時
〜
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

▽
『
毛
糸
玉
使
い
き
り
ニ
ッ
ト　

セ
ー

タ
ー
か
ら
小
物
ま
で
』

 …
…
…
…
…
…
…
…
…

文
化
出
版
局

▽
『
ウ
ド
ウ
ロ
ク
』

有
働
由
美
子
 …
…
…
…
…

新
潮
社

▽
『
絶
唱
』

湊
か
な
え
 …
…
…
…
…
…

新
潮
社

▽
『
流
星
ワ
ゴ
ン
』

重
松
清
 …
…
…
…
…
…
…

講
談
社

▽
『
暗
号
名
は
金
沢　

十
津
川
警
部
幻
の

歴
史
に
挑
む
』

西
村
京
太
郎
 …
…
…
…
…

新
潮
社

▼
津
和
野
図
書
館 

3
月
31
日
（火）
は
休
館
で
す
。

▽
『
千
春
の
婚
礼
』

平
岩
弓
枝
 …
…
…
…
…

文
藝
春
秋  

▽
『
セ
ロ
ニ
ア
ス
・
モ
ン
ク
の
い
た
風

景
』

村
上
春
樹
 …
…
…
…
…
…

新
潮
社 

▽
『
よ
く
わ
か
る
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ

コ
ン
入
門W

in

８
』

 …
…
…
…
…
…
…

Ｆ
.
Ｏ
.
Ｍ
出
版

▽
『
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ワ
ー
ド
７
つ
の
法
則
』

川
井
道
子
 …
…
…
…
…
…

柏
書
店 

▽
『
あ
り
が
と
さ
ん
』

こ
ん
の
ひ
と
み
 …
…
…

金
の
星
社

話
も
、
①
自
分
の
方
か
ら
相
手
の
方
向

に
手
が
動
く
と
【
私
が
あ
な
た
に
メ
ー

ル
を
す
る
】と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

②
相
手
か
ら
自
分
の
方
向
に
手
が
動
く

と
【
あ
な
た
が
私
に
メ
ー
ル
を
す
る
】

と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。他
に
も「
電

話
を
す
る
」「
申
し
込
み
」「
Ｆ
Ａ
Ｘ
を

す
る
」「
手
伝
う
」
な
ど
の
手
話
も
手

の
動
く
方
向
で
意
味
が
変
わ
っ
て
き
ま

す
。

■ 3月 8日（日）
松浦内科胃腸科

☎ 77-0111

■ 3月 29日（日）
小笠原医院

☎ 79-2012

①

②



※住民基本台帳は、平成24年７月から法律改正により従来は含まれなかった外国人住民の方も含まれるようになりました。
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※
掲
載
は
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す（
敬
称
略
）

皆
様
の
活
動
を
お
助
け
し
ま
す
！

「
津
和
野
お
た
す
け
マ
ガ
ジ
ン
」

町
で
は
、
町
内
に
お
ら
れ
る
皆
さ
ま
の
様
々

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す

る
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

【
問
】
つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課

☎
74
―
０
０
９
２

2015 年 2月 16日発行

1
月
届
出
分

木
村 

幹
弘 

1
・
1 

（
吹
野
上
） 

70
歳

岡
田 

吉
男 

1
・
1 

（
町
田
） 

91
歳

米
澤 

文
人 

1
・
2 

（
中
座
一
） 

81
歳

髙
杉 

可
也 

1
・
11 

（
北
二
） 

99
歳

谷
川 

正
義 

１
・
11 

（
金
見
町
下
） 

65
歳

古
川 

充
弘 

1
・
16 

（
森
三
） 

82
歳

城
市 

慈 

１
・
17 

（
扇
町
） 

85
歳

大
庭 

學 

１
・
18
（
相
撲
ケ
原
上
） 

85
歳

この町の身近な法律家として法律相談・不動産、
会社、相続登記等・各種許認可の手続をサポート
いたします。「まずは、お気軽に ご相談から」

鹿足郡津和野町日原 171 番地 2

電話兼 FAX 0856（74）1538
領
り ょ う け

家 義
よ し の り

典 事 務 所
司 法 書 士・ 行 政 書 士

確
定
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

国
税
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
益
田
税
務
署（
☎0856-22-0444

）へ

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、
贈
与
税
の
申
告
・
納
税

平
成
27
年
３
月
16
日
（
月
）

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
・
納
税

平
成
27
年
3
月
31
日
（
火
）

▼
申
告
書
の
作
成
は
、
便
利
な
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
！

①
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入

力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
確
定
申
告
書
等
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
印
刷
し
て
税
務
署
へ
郵
送
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

②
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
保
存
す
れ
ば
、
翌
年
の
申
告
時
に
読

み
込
ん
で
活
用
で
き
ま
す
。

▼
税
金
は
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

● 

現
金
に
納
付
書
を
添
え
て
支
払
う
時
に
は
、
納
期
限
ま
で

に
お
近
く
の
金
融
機
関
又
は
益
田
税
務
署
の
窓
口
で
お
支

払
い
下
さ
い
。

● 

ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
れ
ば
自
宅
や
事
務
所
な
ど
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

● 

振
替
納
税
は
、
金
融
機
関
や
税
務
署
に
出
向
く
必
要
が
な

く
、
便
利
で
確
実
な
納
付
方
法
で
す
。
お
申
込
は
専
用
の

用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
申
告
期
限
ま
で
に
益

田
税
務
署
又
は
お
近
く
の
金
融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
用
紙
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
納
税
は
、
便
利
で
確
実
な
振
替
納
税
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
お
詫
び
と
訂
正

広
報
つ
わ
の
１
月
号
（vol.111

）
で

お
伝
え
し
た
木
部
の
歴
史
を
守
る
会
の
文

化
財
愛
護
活
動
顕
彰
に
つ
い
て
同
会
の
会

長
名
を
「
坂
根 

和
夫
」
さ
ん
と
お
伝
え
し

ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
坂
根 

和
男
」
さ

ん
と
な
り
ま
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。


